
図－2 ボックスモデル
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図－3 日潮不等の度合いの模式図
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[ ] [ ]ＴＬ分散係数移流係数ＬＭの塩分濃度ボックス

　　ＬＭの塩分濃度ボックスＴＬの流出入量降雨などによる外部と

ＴＬへの流出入量からボックスボックス体積
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図－1 筑後川水系概略図
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筑後川下流域の塩分濃度解析（Ⅳ） 
                     
             佐賀大学大学院工学系研究科   ○学生会員   西村陽介  董滇紅     
             佐賀大学理工学部         正会員    古賀憲一   
             （株）東京建設コンサルタント   正会員    大和則夫  鶴田芳昭 
 
1. はじめに 筑後川下流域は、国内最大の干満差約 6ｍを有する有明海の影響を受け 23ｋｍに及ぶ感潮区

間を有している。筑後川下流域の感潮区間では近年の海面上昇や上流域における降雨や取水形態等の影響を

受け、塩分濃度に長期的な変化が現れ、エツやアリアケヒメシラウオ等の貴重種を含む生態系への影響が懸

念されている。著者らはこれまで、筑後川流域の総合的水管理を最終目標として、水質モデルを用いた筑後

川下流域の塩分濃度解析を試みている 1)、2)。著者らのモデルによれば大潮時の混合形態については良好な再

現結果が得られるものの、感潮部上流域の塩分濃度の挙動については現象解明の観点から検討の余地が残さ

れていた。また、塩分濃度に及ぼす流量や潮位の影響を分析し、周期的な潮位変動に加え小潮時付近の日潮

不等も塩分濃度の変化に影響を与える可能性を指摘している 3）。本研究は、塩分濃度解析モデルに日潮不等

の影響を新たに導入し現象解明を試みたものである。 
 
2. 筑後川下流域の概要 筑後川水系の概略を図―１に示す。筑後大

堰は河口から 23.0km地点、六五郎橋は 14.7km地点、諸富橋は河口か

ら 7.7km に位置している。筑後大堰直下の平均流量は 117m3/s（1984

年~2004年）である。 

 

3．塩分濃度解析モデル及び日潮不等係数の導入 一次元有限容積法を用いて、図―2のように筑後川下流域

と有明海湾奥部を 4つのボックスに区分し塩分濃度計算を行った。本研究では、潮位変動に伴う容積変動を

日単位で与えている。塩分濃度再現期間は 21年間 
（1984年~2004年）とし、各ボックスに移流と分散

のパラメータを設定した。ボックス１への流入量は

大堰直下流量を与えた。有限容積法に関する基礎式

を示す。 

3.1連続の式 
 

3.2物質保存の基礎式 
 

 
従来のモデルでは、大潮時における計算結果は良好であるものの、長

潮時における塩分濃度の上昇を充分に再現できないことが確認されて

いる 3）。日潮不等の度合いの模式図を図―3 に示す 4）。大潮時のよう

な規則的な潮位変動に加え小潮（長潮）時付近では図のように満潮後

の潮位が低下しないことがある。従来のモデルでは、分散項は流況（日
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図－4 1985年・2004年の計算値と実測値の比較

・ 日平均塩分濃度実測値
日平均塩分濃度計算値

平均水深）によって変化するものの日潮不等 
の概念は考慮されていなかった。今回のモデ

ルでは、日潮不等の度合いを小松らの定義に

基づく日潮不等係数として予め求め 4）、5）、6）、

分散係数に反映させることとした。具体的に

は、日潮不等の度合いが大きくなるに従い、

下げ潮時の分散輸送量を抑制するようにした。 
 
4．計算結果及び考察 図―4に 1985年、2004

年の実測値と計算値の比較を示す。ボックス

3 の有明海湾奥部は、河川流量による塩分濃

度の希釈がよく再現されている。感潮部上流

域であるボックス 1 の六五郎橋、ボックス 2

の諸富橋地点は、各年とも日潮不等を導入す

ることで、これまで再現性の低かった小潮時

付近（1985年 8月 9月 10月、2004年 2月 3

月など）の高塩分濃度の再現性が改善されて

いる。しかし、一部ではあるが、図に示され

るように河川流量と海水の混合で再現性が改

善されない期間（1985年 10月、2004年 3月

8 月）もある。この点について、取水をはじ

め流量や潮位の塩分濃度に及ぼす影響につい

て詳細な検討を行ったが現在のところ原因解

明には至っていない。今後、モデルの改良に

加え一次元もしくは二次元の運動方程式を導

入した計算を行い、更なる検討を加えたい。 
 
5．まとめ  本研究では既存のモデルに日潮不等の度合いを導入して計算を行った結果、概ね再現性を向上
させることが出来た。今後は、混合形態による塩分濃度の挙動の現象解明に努め、筑後川の水質管理及び有

明海に及ぼす影響を検討していきたい。 
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